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高度デジタル人材による地域中小企業デジタル化支援可能性調査に係る 

高度デジタル人材の募集について 

令和 3年 8月 30 日  

経済産業省 

PwC コンサルティング合同会社  

1. 背景・目的 

 新型コロナウイルス感染症によるパンデミックを契機として、社会全体が急激にデ

ジタル化に向けた対応に迫られています。特に地方においては、少子高齢化や過疎化

による労働力人口の減少への対応のため、デジタル化への対応が喫緊の課題となって

います。 

 こうした課題に対応するため、地方の中小企業等（以下「地域中小企業」といいま

す。）からは、デジタル技術を有する人材（以下「高度デジタル人材」といいま

す。）の支援を期待する声が多く聞かれるものの、実際にはそうした人材の多くが首

都圏に偏重しているため、地域中小企業と高度デジタル人材をつなぐ接点がなく、企

業におけるイノベーション、ひいては地域経済の発展の大きな障害となっている現状

があります。 

 そこで、このたび経済産業省では、自社課題の解決を目指す地域中小企業と高度デ

ジタル人材をマッチングし、デジタル技術を活用した新たなビジネスモデル案を協働

して作成することを目的として、「ふるさと Co-LEAD プログラム」（通称「好リー

ド」プログラム）を実施します。 

 本プログラムでは、参加者数名がチームを編成し、地域のフィールドワークツアー

や企業とのディスカッションを通じて地域課題やビジネスへの理解を深めつつ、課題

解決に向けたビジネスモデル案を作成します。プログラムを通じて知り合う多様なバ

ックグラウンドを持つ仲間との切磋琢磨は、きっと価値ある経験になるはずです。 

 皆さまには、ぜひ地域中小企業と協働し、ふるさとをデジタルで好リードしていた

だきたく、ご応募をお待ちしています。 
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2. 実施要項 

 本事業は、デジタル技術を活用した新たなビジネスモデル案の作成を協働で行うプ

ログラムです。本プログラムでは、高度デジタル人材と、デジタルを活用した経営改

革に意欲的な地域中小企業をマッチングすることで、地域中小企業のデジタル化を支

援する仕組みを構築することを目指します。また、本プログラムを通じて、事業終了

後も様々な形で高度デジタル人材と地域が継続的に関わり合うような関係の構築を狙

います。 

事業の全体像

 

 

2.1. ミートアップイベント（高度デジタル人材と地方版 IoT 推進ラボのマッチング）の

開催 

 フィールドワークツアーを開催する北海道北見市、三重県桑名市、沖縄県（未決

定）の地方版 IoT 推進ラボ 3 拠点合同で、2.1 で選定された高度デジタル人材との

ミートアップイベントを開催します。まずは地域の魅力や地域産業の課題、デジタ

ル化に意欲的な地域中小企業の紹介、そしてフィールドワークツアーの案等を提示

していただきます。各地方版 IoT 推進ラボからの紹介後は、ブレイクアウトセッシ

ョンにより、高度デジタル人材ご自身が興味・関心のある拠点と直接コミュニケー

ションをとれる時間を設ける予定です。ブレイクアウトセッションでは地域の方と

直接お話することで地域・課題理解やソリューションアイディアを深めていただく

ことを想定しております。 

 なお開催形式はオンラインでの実施といたします。 
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2.2. フィールドワークツアーの開催 

 フィールドワークツアーは 2泊 3日程度で、原則現地で実施します（新型コロナ

ウイルスの感染状況次第では、オンラインでの実施となります。）。ツアーでは、

高度デジタル人材が、デジタル技術を活用した新たなビジネスモデルの検討に着手

している又は検討を予定している地域中小企業の現場を視察、意見交換等を実施し

ていただき、現状把握を行っていただきます。その後、ご自身のスキルを踏まえて

課題設定をしていただき、課題解決に向けたアイデアや実施計画等を地域中小企業

に対してプレゼンテーションしていただきます。 

 高度デジタル人材と地域中小企業が本事業を行う際には、秘密保持契約をはじめ

とした、権利関係を明確にするための契約を交わしていただきます。 

2.3. 高度デジタル人材による支援の下、地域中小企業の新たなビジネスモデル案の作成 

 地域中小企業はマッチングした高度デジタル人材による支援の下、デジタル技術

を活用した新たなビジネスモデル案の作成を行います。また、必要に応じて、デジ

タル分野以外の専門家（例えば企業経営に関する専門家）から支援を要請すること

が可能です。 

2.4. 実施スケジュール 

 地方版 IoT 推進ラボ及び高度デジタル人材の選定を 10 月上旬までに実施し、10

月 10 日(日)にミートアップイベントを開催することを予定しています。フィール

ドワークツアーは 10 月～11 月頃の実施予定です。 

実施スケジュール（予定） 

時期 実施事項 

8 月  応募開始（30 日(月)） 

9 月  応募締め切り(21 日(水)) 

10 月 

 参加者の決定（5日(火)） 

 ミートアップイベント（10 日(日)） 

 意見交換会 

 フィールドワークツアー 

11 月  ビジネスモデル案の作成 

12 月  中間報告会 

1 月  ビジネスモデル案の最終化 

2 月  最終報告会 
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3. 募集要項 

 本調査事業を実施するにあたり、ご応募いただいた皆様から次の条件に該当する 15

名程度を選抜いたします。 

3.1. 応募条件 

 応募者は、以下の条件をすべて満たすことが必要です。 

① 地域の中小企業や自治体と協力しながら、プログラムに最後まで参加し、

予定されている最終報告会で発表できること 

② 原則現地で実施予定の 2泊 3日のフィールドワークツアーに参加すること

ができること 

③ 新型コロナウイルスの感染状況により、フィールドワークツアーがオンラ

インでの実施となった場合でも対応可能な環境（インターネット環境、カ

メラ及びマイクを使用したオンライン会議を実施することができる PC が

ある等）が整っていること 

④ 地域中小企業のデジタル化を支援する仕組みの構築に向けた取り組みに、

主体的に取り組む意欲があること 

⑤ プログラム終了後も様々な形で地方に関わりたい・貢献したいと考えてい

ること 

3.2. 審査項目 

 審査は応募書類を基に、選定委員会にて以下の審査項目に従って審査を行いま

す。 

① ビジネスにおけるデジタル活用に関する知識、経験を保有しているか 

② 選定地域の課題と個人の関心が適合するか 

③ ビジネスに必要とされる対人スキル、問題発見力・課題解決力があるか 

④ 「高度デジタル人材1」の人物像にあてはまるか 

⑤ 過去に未踏人材など、デジタル分野の先端的な人材育成事業に採択された実

績があるか ※加点項目 

⑥ 地域課題への取り組みに関心があるか 

⑦ 自身のデジタルスキルと地域課題を絡めて解決策を提案することができるか 

⑧ 本事業に目的意識を持って参加しているか 

  

 
1 本要項 P.7 の「別添資料Ⅰ」を参照 
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審査項目と申請書項目との対応 

 

3.3. 応募方法 

 以下の募集サイトの応募フォームにて必要記載事項を御記入いただき、下記期限

までに御提出ください。  

① 選定までの流れ 

 
 

② 応募にあたる必要記載事項 

 あなたが「ふるさと Co-Lead」に参加してみようと思った動機を関心の

ある地域課題や、「ふるさと Co-Lead」の経験を今後どのように生かそ

うと思っているかを踏まえて教えてください 

 「ふるさと Co-Lead」に活かせると思うあなたのこれまでの経験につい

て、取り組んだテーマやご自身の役割、巻き込んだステークホルダーを

踏まえて教えてください 

 その他 PR があれば教えてください 

③ 期限 

令和 3年 9月 21 日（火）17 時 

④ 募集サイト URL 

申請書項⽬案審査の観点

1 個⼈のスキルや
実績等

2 地域のデジタル活⽤
に関する理解

審査項⽬

③ビジネスに必要とされる対⼈スキル、
問題発⾒⼒・課題解決⼒があるか

②選定地域の課題と個⼈の関⼼が適合す
るか

⑦⾃⾝のデジタルスキルと地域課題を絡
めて解決案を提案することができるか

あなたが「ふるさとCo-Lead」に参加してみよ
うと思った動機を関⼼のある地域課題や、「ふ
るさとCo-Lead」の経験を今後どのように⽣か
そうと思っているかを踏まえて教えてください

①ビジネスにおけるデジタル活⽤に関す
る知識、経験を保有しているか

⑥地域課題への取り組みに関⼼があるか

⑧本事業に⽬的意識を持って参加してい
るか3 本事業への期待

⑤過去の実績があるか 「ふるさとCo-Lead」に活かせると思うあなた
のこれまでの経験について、取り組んだテーマ
やご⾃⾝の役割、巻き込んだステークホルダー
を踏まえて教えてください

その他PRがあれば教えてください

審査項⽬
との対応

②、⑥、⑧

①、③、④
⑤、⑦

③、④、⑤

④「⾼度デジタル⼈材」の⼈材像にあて
はまるか

選
定
の
流
れ

応募フォームより
エントリー 審査 選定の

ご連絡
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https://co-lead.meti.go.jp/ 

 

3.4. 参加費について 

 本事業への参加費は無料となっております。 

 フィールドワークツアーの現地までの交通費及び、宿泊費は実費支給、日当は

定額支給（日当：10,000 円）となります。 

 ビジネスモデル案作成に係る謝金が支給されます。（日当：30,000 円、上限

150,000 円） 

 

4. 注意事項 

 本プログラムへの参加にあたり、以下注意事項を踏まえてご応募ください。 

① 選定後の途中辞退は原則禁止とさせていただきます。 

② フィールドワークツアー中の食費につきましては、本事業では負担しかねますの

でご了承ください。 

③ 応募後、事務局より選定のご連絡をさせていただきます。そちらをもって本事業

への参加が確定となります。 

 

5. 問い合わせ先 

 本調査に関してご不明な点等ございましたら、下記連絡先までお問い合わせくださ

い。 

＜事務局連絡先＞ 

PwC コンサルティング合同会社 

電話番号 ０７０－１４６７－７３４０ 

担当者 中江 梨里 

メールアドレス jp_cons_co-lead-mbx@pwc.com 
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＜別添資料Ⅰ＞ 

 高度デジタル人材のイメージ 

 高度デジタル人材とは、例えば、企業の DX 推進部門や各事業部門等において、デジ

タル技術やデータ活用等の業務に従事している人や大学院等でデジタル活用に関する

先進的な研究を行っており、デジタルに精通している人を表します。具体的には、デ

ジタルを活用した業務改革だけでなく、企業の競争優位性を確立するためにデジタル

を活用して何ができるかを考え、新たなビジネスモデルの作成を行う等、企業のデジ

タル化・DX 化の取り組みをリードし、その実行を担っていくことができる能力を持っ

た人材等が挙げられます。 

 

 昨年度実施した「高度 IT 人材による地域課題解決可能性調査」における高度デジ

タル人材による支援内容例 

出典：令和２年度戦略的基盤技術高度化・連携支援事業（中小企業のＡＩ活用促進に関

する調査事業）のうち、高度 IT 人材による地域課題解決可能性調査 

・調査報告書（別紙１及び２） 

https://www.meti.go.jp//policy/it_policy/jinzai/hackcamp_2020report1.pdf 

https://www.meti.go.jp//policy/it_policy/jinzai/hackcamp_2020report2.pdf 

・最終発表会動画 

https://local-iot-lab.ipa.go.jp/article/office-iot-2103051157.html 
 

 


